
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 12 月号 

園内のインフルエンザも少し落ち着き、子どもたちの元気な姿が戻ってきました。今年も残りわずかとな

る中、寒さで体調を崩しやすい時期です。温かくして過ごし、笑顔で新しい年を迎えられるよう引き続き

健康管理に気をつけていきましょう。 

令和7年1２月1日 

浦河フレンド 

森のようちえん 

育ち盛りの子どもたちは、毎食しっかり食べる

ことが大事です。活動エネルギーを補給するだけ

でなく、成長のためのエネルギーも必要だからで

す。朝ごはんをしっかり食べて、元気のスイッチを

ON にしましょう！ 

 

嘔吐物（おうとぶつ）は、二次感染を防ぐために速

やかな処理が必要です。まずは窓を開けて換気を

行い、ゴム手袋やマスクで体を覆って嘔吐物に直

接触れないようにしましょう。 

嘔吐物の処理方法 

手順 

①手袋（できればひじまで隠れるもの）をして捨ててもよい布や

紙で拭き取ります。 

②拭き取った物はビニール袋へ入れて、外へ漏れ出ないように

して捨てます。 

③汚れた床は、消毒液（漂白剤等）などを薄めて拭きます。 

④処理の後は十分な換気を行いましょう。 

用意する物 

・使い捨て手袋  ・使い捨てマスク ・バケツ ・雑巾 

・ビニール袋    ・消毒液（塩素系漂白剤など） 

・使い捨てエプロン（あれば） 

嘔吐物の付いた衣類の洗い方 
消毒液を薄めて、衣類を２時間程漬け置きした後、洗濯をします。

他の衣類とは一緒に洗わないようにしましょう。 


